
は
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
工
芸
高
校
の
発

展
の
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
な
た
も
異
論
が
な

い
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
工
芸
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
、
評

議
委
員
、
理
事
の
皆
様
と
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
心
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

　

以
上
１
年
間
、
会
長
を
や
っ
て
き
て
の
感

想
で
す
、
も
う
１
年
頑
張
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

男
女
の
定
数
を
別
々
に
決
め
ら
れ
る
か
都
に

照
会
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
難

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
る
と
、
今
後
の
同
窓
会
の
運
用
も
変

わ
っ
て
い
く
方
向
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
理
事
会
も
積
極
的
に
女
性
理
事
を

登
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
の
運
用
の
基
本
で
あ
る
会
費
・

寄
付
収
入
は
、
会
費
納
入
者
の
高
齢
化
と
不

景
気
に
と
も
な
い
減
収
の
方
向
に
あ
り
ま

す
。
い
か
に
し
て
減
収
に
歯
止
め
を
か
け
て

い
く
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
同
窓
会
員
の

多
数
を
占
め
て
い
く
女
性
会
員
と
女
性
理
事

の
重
要
性
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
法
人
化
さ
れ
た
工
芸
基
金
に
つ
い

て
で
す
が
、
現
況
の
工
芸
基
金
は
在
学
生

を
中
心
と
し
た
工
芸
高
校
の
た
め
に
、
法

人
化
前
と
同
様
の
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
問
題
に
な

る
支
出
は
無
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
工
芸

基
金
は
利
子
以
外
に
は
、
収
入
が
増
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
基
金
の
増
加
を
目

的
と
す
る
資
金
運
用
を
す
れ
ば
、
リ
ス
ク

が
伴
い
ま
す
。
運
用
に
つ
い
て
は
十
分
な

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
工
芸
基

金
の
運
用
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
考
え

●
新
年
度
に
あ
た
っ
て

会
長　

細
江　

邦
雄

　

会
長
に
就
任
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

学
校
や
同
窓
会
の
各
行
事
に
携
わ
っ
て
き

て
、
現
在
の
工
芸
高
校
と
同
窓
会
の
現
況
が

多
少
判
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
私

な
り
の
考
え
を
述
べ
て
み
ま
す
。

　

工
芸
高
校
は
未
来
永
劫
、
発
展
し
て
い
く

こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、
現
状
に
基
づ
い

て
考
察
し
て
み
ま
す
。

　

現
在
工
芸
の
入
学
者
の
割
合
は
、
全
日
制

は
女
子
が
約
８
割
で
定
時
制
が
４
割
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
構
成
は
大
き
く
変

わ
ら
な
い
と
の
学
校
側
の
見
解
で
す
、
一
時

●
小
泉
弘
さ
ん
の

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞

　

昭
和
40
年
Ｄ
科
卒
の
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
小
泉
弘
さ
ん
が
平
成
24
年
度
の
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

『
装
丁
山
昩
』（
小
泉
氏
著
）
と
、
こ
れ

ま
で
出
版
し
た
山
岳
書
籍
デ
ザ
イ
ン
の
業
績

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
昨
年
12
月
１

日
、
公
益
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
の
年
次
晩

餐
会
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
さ
ん
か
ら
、受
賞
し
た
『
装
丁
山
昩
』

が
、
築
地
工
芸
会
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

誠
実　

元
気

信
愛　

規
律

細江会長　近影

『装丁山昩』

I.F.パートナーズ特許事務所
弁理士　中山　清
（昭33年M科）

〒167-0051
東京都杉並区荻窪5丁目26番13号

荻窪TMビル２階

　電話　03-5397-0891
　FAX　03-5397-0893
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●
皇
室
関
係
の
出
版
物

『
相
模
湾
産
貝
類
』

丸
善
刊
、
の
装
丁
を
担
当
し
た

谷
欣
伍
氏

　

昭
和
20
年
印
刷
科
本
科
を
卒
業
、
㈱
工
画

堂
ス
タ
ジ
オ
名
誉
会
長
、
築
地
工
芸
会
理
事

の
谷
欣
伍
氏
が
、
１
月
12
日
に
急
性
呼
吸
不

全
の
た
め
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

谷
氏
は
、
工
画
堂
ス
タ
ジ
オ
で
数
多
く
の

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た

他
、東
京
学
芸
大
学
講
師
を
歴
任
。

　

ま
た
、
皇
室
関
係
の
出
版
物
で
は
『
相
模

湾
産
貝
類
』
昭
和
40
年
、『
相
模
湾
産
ヒ
ド
ロ

珊
瑚
類
お
よ
び
石
珊
瑚
類
』
昭
和
43
年
、
と

も
に
丸
善
刊
、が
あ
り
ま
す
。

山
士
郎
、
渡
邉
昇
平
、
中
代
源
次
郎
、
安

室
典
忠
、
丸
茂
睦
夫
、
原
正
美
、
勝
矢
重
利
、

橘
正
春
、
須
永
榮
一
、
山
田
周
司
、
関
根

伸
司
、
岩
瀬
登
美
夫
、
田
中
栄
一
、
黒
田

次
郎
、
吉
田
稔
、
亀
井
格
一
、
清
水
健
敬
、

内
山
逸
弘
、
松
井
眞
也
、
佐
藤
守
克
、
田

代
智
隆
、
佐
竹
進
、
石
倉
孝
、
田
原
賢
二
、

小
川
衛
、
上
勝
鉄
夫
、
建
入
泰
治
、
大
久

保
勇
、
成
田
真
一
郎
、
池
野
赫
夫
、
後
藤

武
敏
、
堀
勝
美
、
村
林
喜
貞

　

平
成
24
年
度
累
計

六
八
六
、
八
五
一
円

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名

昨
年
11
月
21
日
以
降
、
本
年
３
月
18
日

現
在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々

は
次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

湯
本
憲
司
、
高
木
実
、
塩
田
真
梨
奈
、
新

井
裕
子
、
日
置
雄
毅
、
小
井
戸
信
雄
、
林

正
三
郎
、
玉
生
澄
子
、
本
郷
利
昌
、
石
井

清
一
、
佐
野
一
義
、
後
藤
新
太
郎
、
佐
立

喜
由
、
舘
林
信
義
、
伊
藤
眷
、
伊
藤
早
苗
、

工
藤
精
一
、
村
奈
嘉
義
雄
、
明
治
香
保
里
、

浅
岡
忠
彦
、
成
瀬
杏
子
、
佐
味
貫
義
、
丸

事
務
局
よ
り
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「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
準
備
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

福
本　

晴
男
（
昭
35
・
Ｆ
卒
）

　

前
号
の
会
報
で
、「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
今
ま
で
の
経
緯
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
展
示
ケ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
て
い
る

作
品
や
校
長
室
な
ど
校
内
に
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
も
、も
ち
ろ
ん
「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
展
示
候
補
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
作

者
か
ら
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
か
、
お
預

か
り
し
た
も
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
津
久
井
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、

先
生
の
お
宅
か
ら
た
く
さ
ん
の
Ｏ
Ｂ
の
作
品

を
預
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
の
作
品
も
、

津
久
井
先
生
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
か
お
預
か

り
し
た
も
の
か
を
確
認
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
津
久
井
先
生
が
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
今
、
作
者
の
方
は
作
品
を

寄
贈
あ
る
い
は
貸
与
し
た
ま
ま
で
良
い
の

か
、
返
却
を
希
望
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い

う
こ
と
も
確
認
事
項
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
実
現
の
た
め
に
、

今
後
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
の
作
品
を
校
内
に
展
示
し
、
Ｏ
Ｂ
の
活

躍
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
後
輩
生
徒
の
皆

さ
ん
の
参
考
、
励
み
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
ま
た
、
津
久
井
先
生
の
ご
遺
志
を
継
ぐ

た
め
に
も
、「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
ぜ
ひ
実

現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
会

員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

　

以
下
の
リ
ス
ト
は
、
津
久
井
先
生
の
お
宅

か
ら
私
が
お
預
か
り
し
て
き
た
作
品
で
す
。

作
者
の
方
は
、作
品
を
「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

に
提
供
し
て
下
さ
る
か
、
あ
る
い
は
返
却
を

ご
希
望
か
を
、
今
後
、
委
員
会
で
確
認
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

① 

狩
野　

治
輔
（
大
正
13
・
Ｆ
卒
）�

油
絵

② 

秋
山
祐
徳
太
子
（
昭
和
28
・
Ｄ
卒
）

ブ
リ
キ
・
工
芸
１
０
０
年
記
念
像

③ 

鶴
岡
鉦
次
郎
（
昭
和
29
・
Ａ
卒
）�

錫

④ 

服
部　
　

正
（
昭
和
29
・
Ａ
卒
）

�

金
属
レ
リ
ー
フ

⑤ 
本
田　

保
宏
（
昭
和
29
・
Ａ
卒
）�

油
絵

⑥ 
大
野　

啓
吉
（
昭
和
29
・
Ｆ
卒
）�水
彩
画

⑦ 
小
早
川　

亨
（
昭
和
31
・
Ｐ
卒
）�

版
画

⑧ 

成
瀬　

杏
子
（
昭
和
31
・
Ｄ
卒
）

�

パ
ス
テ
ル
画

⑨ 

服
部　

薫
敬
（
泰
二
）（
昭
和
37
・
Ｄ
卒
）

�

陶
芸

⑩ 

岩
井　

昌
代
（
昭
和
39
・
Ｄ
卒
）

�

油
絵
・
早
春
の
横
浜

⑪ 

伴
瀬　

忠
義
（
昭
和
40
・
Ｐ
卒
）�
油
絵

⑫ 

高
井　

芳
雄
（
昭
和
43
・
Ｆ
卒
）

�

法
隆
寺
百
万
塔
模
刻

⑬ 

井
上　

貞
夫�

版
画
・
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

⑭ 

上
條
ヨ
シ
ヤ
ス
（
教
職
員
）�

版
画

　

以
下
の
作
品
は
、
作
者
が
不
明
で
す
。
作

者
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

�

以
上

訃
報

　

前
回
の
会
報
１
５
７
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の
皆

様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

福
地　

利
夫
氏　

昭
14
・
Ａ
卒
（
23
・
９
・
４
）

宮
武　

正
次
氏　

昭
15
・
Ｍ
卒
（
24
・
12
・
13
）

大
澤　

明
彦
氏　

昭
15
・
Ｐ
卒
（
24
・
１
・
16
）

山
本　
　

茂
氏　

昭
15
・
Ｐ
卒
（
24
・
３
・
）

米
澤　

繁
雄
氏　

昭
18
・
Ｍ
卒
（
24
・
７
・
）

今
成　

安
雄
氏　

昭
18
・
Ｍ
卒
（
24
・
８
・
16
）

長
井　

久
夫
氏　

昭
18
・
Ｍ
卒
（
24
・
12
・
４
）

熊
谷　
　

昭
氏　

昭
20
・
Ａ
卒

堀
川　

清
二
氏　

昭
22
・
Ｆ
卒
（
21
・
10
・
22
）

小
山　

幸
夫
氏　

昭
22
・
Ｐ
卒
（
25
・
２
・
５
）

岩
瀬
登
美
夫
氏　

昭
25
・
Ｍ
卒
（
24
・
11
・
15
）

岡
西　

高
男
氏　

昭
25
・
Ｆ
卒
（
24
・
11
・
９
）

藤
岡　

義
昌
氏　

昭
26
・
Ｍ
卒
（
24
・
９
・
29
）

滑
川　
　

徹
氏　

昭
28
・
Ｄ
卒
（
25
・
１
・
９
）

川
口　

満
行
氏　

昭
30
・
Ａ
卒
（
24
・
９
・
）

松
本　

誠
司
氏　

昭
30
・
Ｍ
卒
（
24
・
12
・
13
）

中
島　

五
郎
氏　

昭
31
・
Ａ
卒
（
23
・
９
・
２
）

千
葉
督
太
郎
氏　

昭
33
・
Ｄ
卒
（
24
・
７
・
14
）

栗
島　

忠
弘
氏　

昭
40
・
Ｄ
卒
（
25
・
３
・
29
）

内
田　

明
彦
氏　

昭
41
・
Ｍ
卒

お
詫
び

　

「
こ
う
げ
い
№
１
５
７
の
訃
報
に
掲
載
の
矢

島
博
氏
と
平
井
永
昌
氏
の
お
名
前
が
間
違
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
て
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。

矢
島　

博
氏　

昭
21
・
Ｐ
卒
（
23
・
11
・
26
）

平
井
永
昌
氏　

昭
24
・
Ｐ
卒
（
24
・
10
・
13
）

⑤石膏・着色

①陶芸

②水彩画

④油絵

③水彩画
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●
辰
巳
会
（
昭
和
23
・
24
年
第
二
本
科
卒
）

　

昨
年
９
月
７
日
に
、
上
野
・
不
忍
池
の

近
く
で
「
辰
巳
会
第
27
回
ク
ラ
ス
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
前
回
よ
り
１
名

参
加
が
増
え
、
７
名
の
ク
ラ
ス
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
左
か
ら
、
志
田
英
雄

（
Ｍ
科
卒
）、
青
柳
宏
（
Ｍ
科
卒
）、
髙
浜
東

洋
（
Ａ
科
卒
）、
大
谷
義
隆
（
Ｐ
科
卒
）、

名
倉
祥
一
（
Ｍ
科
卒
）、
田
代
智
隆
（
Ｍ
科

卒
）、久
保
田
泰
弘（
Ａ
科
卒
）の
７
名
で
す
。

（
髙
浜
東
洋
）

●�

「
Ｍ
28
会
」（
昭
和
28
年
全
日
制
Ｍ
科
卒
ク

ラ
ス
会
）

　

昭
和
28
年
、
当
校
機
械
科
卒
業
生
の
ク

ラ
ス
会
（
通
称
「
Ｍ
28
会
」）
が
昨
年
10
月

24
日
㈬
、
浅
草
の
上
海
料
理
店
「
茶
之
味
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
19
名
、
平
均
年
齢
78
歳
の
お
爺

さ
ま
達
だ
が
よ
く
ぞ
覚
え
て
い
る
な
、
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
程
の
、
細
部
に
亘
る
よ

も
や
ま
話
に
花
が
咲
い
た
３
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
さ
す
が
に
高
校
時
代
は
青
春
そ

の
も
の
の
よ
う
で
す
。
毎
年
、
ク
ラ
ス
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
す
が
は
浅
草
で
す
。

帰
り
途
で
の
雷
門
の
威
容
や
仲
見
世
通
り

の
賑
わ
い
ぶ
り
は
、「
都
立
工
芸
」
卒
の
仲

間
意
識
の
結
実
と
晩
年
の
楽
し
い
思
い
出

に
な
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
松
井
利
夫
）

●
昭
和
35
年
全
日
制
Ｆ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

３
年
間
、
担
任
し
て
戴
い
た
牛
込
源
晃

先
生
（
在
任
は
昭
和
25
年
秋
～
41
年
春
、

社
会
科
教
諭
）
の
ご
先
祖
は
新
宿
区
（
袋

町
・
光
照
寺
）
に
あ
っ
た
「
牛
込
城
」
の

ご
城
主
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
以
前
の
ご
先

祖
は
鎌
倉
～
室
町
時
代
に
前
橋
市
大
胡
町

に
「
大
胡
」
姓
を
称
し
、
城
を
構
え
て
お

り
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
こ
と
か
ら
昨
11
月
13
日
、
１

年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
と
し
て
＂
ワ
ン
ス
・

モ
ア
郊
外
学
習
「
大
胡
ツ
ア
ー
（
牛
込
先

生
の
ご
先
祖
の
地
を
訪
ね
る
）」＂
を
開
催
。

米
寿
を
迎
え
お
元
気
な
牛
込
先
生
を
初
め

10
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
案
内
で
先

ず
は
長
善
寺
に
て
大
胡
太
郎
様
の
墓
を
参

詣
。
大
胡
氏
の
居
所
だ
っ
た
と
さ
れ
る
養

林
寺
・
大
胡
城
址
・
大
胡
神
社
へ
と
足
を

運
び
ま
し
た
。
大
胡
城
址
は
小
高
い
岡
の

上
に
あ
り
、
良
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
桜
の
季
節
は
賑

わ
う
と
の
こ
と
。
東
西
約
３
１
０
ｍ
、
南

北
６
７
０
ｍ
、
い
く
つ
か
の
空
堀
を
備
え
、

堅
固
な
城
だ
っ
た
様
で
す
。「
戦
で
領
外
に

出
向
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
城
で
の
戦
は
１

度
も
無
く
、
田
畑
を
荒
ら
さ
れ
る
こ
と
も

殺
傷
さ
れ
る
こ
と
も
無
く
、
領
民
は
平
穏

に
暮
ら
せ
た
。
今
で
も
大
胡
町
民
は
当
時

の
ご
城
主
に
感
謝
し
、
尊
敬
し
て
い
ま
す
。」

と
の
説
明
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ほ
ぼ
半
世
紀
ぶ
り
の
郊
外
学
習
を
満
喫
。

忙
し
い
日
程
で
し
た
が
大
胡
町
を
後
に
、

途
中
北
千
住
に
て
夕
食
会
を
開
催
。
元
気

な
再
会
を
約
束
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

（
西　

威
男
）

●
ク
ラ
ス
会

辰巳会（昭和23・24年第二本科卒）

「Ｍ28会」（昭和28年全日制M科卒クラス会）

昭和35年全日制Ｆ科卒クラス会　大胡城にて

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊�

皆
様
の
個
展
・
展
覧
会
出
品
・
受
賞
、
新

聞
で
紹
介
さ
れ
た
等
、
ご
活
躍
の
様
子
を

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
写
真
、
案
内
状

等
も
で
き
る
だ
け
ご
提
供
下
さ
い
。

＊
ク
ラ
ス
会
の
様
子
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

●�

締
切
：
原
則
と
し
て
、
２
月
末
、
７
月

末
、
10
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com
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●
昭
和
32
年
卒
全
日
制
Ｄ
科
の
忘
年
会

　

平
成
24
年
12
月
12
日
㈬
、
最
近
テ
レ
ビ

な
ど
で
、
と
み
に
話
題
と
な
っ
て
い
る
谷

根
千
（
谷
中
・
根
津
・
千
駄
木
の
略
称
）

の
割
烹
料
亭
『
吉
里
』
に
有
志
７
名
が
集

ま
っ
て
忘
年
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

た
だ
集
ま
っ
て
酒
盛
り
す
る
の
で
は
あ

ま
り
大
人
気
な
い
。
せ
っ
か
く
谷
根
千
に

集
ま
る
の
だ
か
ら
、
国
宝
の
根
津
神
社
に

参
詣
し
て
、
そ
の
後
、
昭
和
の
名
残
り
漂

う
根
津
の
路
地
裏
・
ヘ
ビ
道
を
散
策
し
な

が
ら
宴
会
場
の
『
吉
里
』
に
向
か
お
う
と

い
う
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

『
吉
里
』
は
し
も
た
屋
を
改
築
し
た
レ

ト
ロ
な
料
亭
で
す
。
そ
こ
で
『
吉
里
』
お

勧
め
の
黒
豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
箸
を
進
め

な
が
ら
、
話
は
ま
た
工
芸
時
代
の
思
い
出

に
花
が
咲
き
年
の
瀬
を
忘
れ
る
忘
年
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
上
口
睦
人
）

●�

『
大
島
先
生
を
囲
む
会
』（
昭
和
45
年
全
日

制
Ｍ
科
卒
ク
ラ
ス
会
）

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
初
冬
の
12
月
１
日
㈯

池
袋
西
口
・
夜
来
香
（
い
え
ら
い
し
ゃ
ん
）

に
於
い
て
26
年
ぶ
り
と
な
る
Ｍ
１
・
Ｍ
２

合
同
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
恩
師
・
大
島
文
夫
先
生
に
ご
出

席
頂
き
、
総
勢
18
名
の
参
加
に
よ
る
盛
大

な
ク
ラ
ス
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
島
先
生

の
お
元
気
な
お
姿
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
、

参
加
者
一
同
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
先
生

は
二
回
り
違
い
で
、
１
年
前
に
還
暦
を
迎

え
た
私
達
と
同
じ
卯
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
ク
ラ
ス
の
思
い
出
話
な
ど
42
年
前

と
変
わ
ら
な
い
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
先
生
か

ら
の
ご
挨
拶
を
頂
き
和
や
か
な
雰
囲
気
と

な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
全
員
の
近
況
報
告
が
有
り
、

そ
の
中
で
参
加
し
た
旧
友
は
皆
元
気
で
今

を
生
き
て
い
る
と
の
実
感
を
掴
め
、
ま
た

お
互
い
に
確
認
し
合
え
た
貴
重
な
時
間
で

あ
り
ま
し
た
。
恩
師
・
旧
友
と
の
懐
か
し

い
歓
談
の
中
、
工
芸
卒
業
以
来
42
年
と
い

う
歳
月
が
嘘
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
に
風
貌
は
年
齢
な
り
に
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
42

年
前
の
「
工
芸
時
代
」
を
鮮
明
に
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
余
韻
が
残
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
楽
し
か
っ
た
ク
ラ
ス
会

を
次
に
繋
げ
、
次
回
は
も
っ
と
大
勢
の
旧

友
に
会
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
１
・
岡
嶋
弘
和
・
笠
井
剛　

Ｍ
２
・
中

村
高
久
）

●�

東
芝
万
年
会　

平
成
24
年
度
総
会
開
催

　

平
成
24
年
11
月
28
日
㈬
に
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
と
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
か
ら
の
展
望
を
セ
ッ
ト
の
「
は

と
バ
ス
ツ
ア
ー
」
に
て
東
芝
万
年
会
総
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
話
題
の
東

京
駅
に
集
合
し
、見
学
し
た
後
「
は
と
バ
ス
」

に
乗
り
込
み
、
今
回
11
名
の
参
加
の
総
会

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。（
写
真
は
９

名
）

　

ま
ず
、
日
の
出
桟
橋
か
ら
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
に
乗
り
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
で
乾

杯
と
な
り
ま
し
た
。
変
わ
り
ゆ
く
船
か
ら

の
景
色
を
鑑
賞
し
な
が
ら
歓
談
し
、
く
つ

ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
、
食
事
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

下
船
後
、
再
び
バ
ス
に
て
新
し
い
シ
ン

ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

へ
向
か
い
ま
し
た
。
昨
年
の
５
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
は
展
望
デ
ッ

キ
に
て
素
敵
な
夜
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

例
年
の
東
芝
万
年
会
と
は
趣
を
異
に
し

ま
し
た
が
、
初
冬
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し

た
。
来
年
も
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
約

し
て
散
会
致
し
ま
し
た
。

（
幹
事　

Ｄ
科
38
年
卒　

松
本　

孝
）

昭和32年卒全日制D科　根津神社参詣と忘年会

『大島先生を囲む会』昭和45年全日制Ｍ科卒クラス会

東芝万年会　平成24年度総会

▼
百
周
年
記
念
誌
の
ご
購
入
を
！

『
都
立
工
芸
一
〇
〇
年
の
歩
み
』

　

第
44
回
造
本
装
幀
コ
ン
ク
ー
ル

　

日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長
賞　

受
賞

◎
頒
布
価
格　

６
０
０
０
円
（
送
料
共
）
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●
中
京
工
芸
会　

節
分
会

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
中
京
工
芸
会
節
分

会
」
を
、
２
月
１
日
㈮
17
時
30
分
～
名
古
屋

料
亭「
大
森
」に
て
開
催
し
ま
し
た
。「
女
将
」

「
若
女
将
」
の
変
装
も
恒
例
で
す
が
、
今
年

は
節
目
の
第
50
回
総
会
に
な
り
、
役
員
会
と

し
て
総
会
の
骨
子
を
決
め
ま
し
た
。
会
員
の

方
も
高
齢
化
に
な
り
、
泊
ま
り
と
か
場
所
を

変
更
す
る
の
は
難
し
い
か
と
思
い
、
以
下
の

要
領
で
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
：
10
月
20
日
㈰
13
時
～

　

場
所
：
名
古
屋
料
亭
「
大
森
」

　

会
員
の
方
に
は
別
途
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
が
、
今
直
ぐ
、
予
定
に
入
れ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す

　

今
年
は
特
に
出
来
る
だ
け
多
く
の
方
の
出

席
を
促
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

中
京
工
芸
会
副
会
長

五
反
田　

稔
（
昭
35
年　

Ｍ
卒
）

　

次
の
方
々
の
出
品
等
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
出
品

第
53
回
東
日
本
伝
統
工
芸
展　
　

　

日
本
橋
三
越
本
店　

新
館
７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
染
織

松
原　

忠
氏
（
昭
和
57
・
Ｍ
卒
）

　
　

長
板
中
形
着
尺
「
松
竹
梅
文
」

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）　　
　

　
　

長
板
中
形
着
尺
「
流
花
草
文
」

・
金
工

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　
　

鍛
朧
銀
菓
子
器

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　
　

切
嵌
花
器
「
游
」

木
村　

太
郎
氏
（
平
成
９
・
Ａ
卒
）

　
　

鍛
黄
銅
鉢

・
木
竹
工

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　
　

嵌
装
香
盒
「
月
華
」

中京工芸会　節分会

●
校
友
の
活
躍

●
新
作
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

　

上
口
睦
人
（
昭
和
32
・
Ｄ
卒
）

　

毎
年
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
新
作
を
発
表
す

る
た
め
個
展
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
展
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
数
年
前
か
ら
、

い
ず
れ
も
会
場
の
都
合
が
つ
か
な
く
な
り
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
発
表
を
断
念
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
は
「
こ
う
げ
い
」
の
誌
面
を
お

借
り
し
て
近
況
の
ご
報
告
方
々
、
新
作
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

知
人
の
主
宰
す
る
オ
ペ
ラ
の
グ
ル
ー
プ

『
ム
ジ
カ　

チ
ェ
レ
ス
テ
』
が
、
今
年
３
月

16
、
17
日
の
２
日
間
、
渋
谷
の
「
渋
谷
区
文

化
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
作

曲
・
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
を
公
演
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
公
演
の
ポ
ス
タ
ー
を
始
め
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
記
念
販
売
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
デ

ザ
イ
ン
を
一
任
さ
れ
ま
し
た
。
広
告
の
モ
チ

ー
フ
は
、
私
が
長
年
発
表
し
て
き
た
マ
リ
オ

ネ
ッ
ト
の
イ
ラ
ス
ト
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ペ
ラ
の
主
人
公
ス
ザ
ン
ナ
を
マ
リ

オ
ネ
ッ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
き
、
フ
ィ
ガ
ロ

の
結
婚
の

楽
譜
に
オ

ー
バ
ラ
ッ

プ
さ
せ
ま

し
た
。

ic用各種タイバーカッター
各種専用機　設計製作

（有）神戸自動機製作所
代表取締役　神  戸  道  夫

定Ｍ13（昭36）

〒270-0156  千葉県流山市西平井1031-7
TEL.0471-59-6201  FAX.0471-59-5127  

160–0004  東京都 新宿区 四谷3丁目
13番11号（4F） Tel. 3341–4976
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●�

第
７
回
ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

佳
作　

３
年　

石
田
彩
菜
、
泉
奈
央
子
、

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
郁

　
　
　
　

２
年　

小
林
花
恋
、
曽
田
萌
、

　
　
　
　
　
　
　

諸
橋
春
花

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ミ
ニ
ミ
ニ
映
像
大
賞

　

奨
励
賞　

３
年　

戸
井
大
智

●
第
10
回
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

グ
ラ
ン
プ
リ
賞　

３
年　

佐
藤
由
伽
里

　

優
秀
賞　

３
年　

後
閑
瑞
穂

●
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
検
定

　

３
級　

１
年　

36
名
合
格

　

２
級　

２
年　

36
名
合
格
D

E
S

IG
N

●
レ
タ
リ
ン
グ
技
能
検
定

　

３
級　

優
秀
賞　

２
年　

伊
藤
彩
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
紬　
　

　

３
級　

30
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

３
級　

１
年
・
２
年　

11
名
合
格

　

２
級　

２
年
・
３
年　

５
名
合
格

定
時
制

●
色
彩
検
定

　

２
級　

２
年
・
３
年
・
４
年　

７
名
合
格

　

３
級　

２
年
・
３
年
・
４
年　

13
名
合
格

●
第
24
回
パ
ソ
コ
ン
利
用
技
術
検
定

　

２
級　

３
年　

２
名
合
格

　

３
級　

１
年　

４
名
合
格

●
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
修
了

　

３
年
・
４
年　

９
名

●
全
国
金
属
工
芸
教
育
研
究
会

　

会
長
賞　

４
年　

川
口
将
史

●�

Ｐ
検（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
フ
ィ
シ
エ
ン
シ
ー
検
定
）

　

３
級　

１
年　

７
名
合
格

　

４
級　

１
年　

６
名
合
格

●�
漢
字
検
定

　

２
級　

３
年　

１
名　

２
年　

１
名
合
格

　

準
２
級　

２
年　

９
名　

１
年　

２
名
合
格

●�

平
成
24
年
度
（
第
17
回
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ン
検
定
試
験

　

３
級　

１
年　

14
名
合
格

　

２
級　

２
年　

12
名
合
格

─
部
活
動
報
告
（
定
時
制
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

�

平
成
24
年
度
第
23
回
工
業
高
等
学
校
生
徒

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位　
　
　
　
　

　

４
Ａ　

福
山
優
香

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ⅱ
部　

第
３
位　
　
　

　

１
Ｉ　

小
菅
桃
子

剣
道
部

　

�

平
成
24
年
度
東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟

定
時
制
通
信
制
新
人
大
会
剣
道
の
部

︿
女
子
個
人
戦
﹀
優
勝　

３
Ｉ　

土
屋
香
奈

　
　
　
　
　
　
　
第
三
位　

１
Ｇ　

田
中
千
尋

　

初
段
取
得　

３
Ｉ　

志
村
聡

　
　
　
　
　
　

１
Ｇ　

田
中
千
尋

　

�

平
成
24
年
度
都
立
工
業
高
等
学
校
生
徒
ス

ポ
ー
ツ
大
会
第
22
回
剣
道
大
会

︿
女
子
個
人
戦
﹀
優
勝　

３
Ｉ　

土
屋
香
奈

テ
ニ
ス
部

　

平
成
24
年
度　

第
50
回　

総
合
体
育
大
会

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

準
優
勝

　

２
Ｉ　

塩
澤
菜
生

美
術
部

　

全
日
本
学
生
美
術
展　

　

佳
作　

３
Ｇ　

中
島
桂
一

　
　
　
　

１
Ａ　

下
田
健
太
郎

全
日
制

A
R

T
 C

R
A

FT

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年　

６
名
合
格

　

２
級　

２
年　

１
名
合
格

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
色
彩
検
定

　

３
級　

１
年　

３
名
合
格

IN
T

E
R

IO
R

●�

第
３
回
高
等
学
校
イ
ン
テ
リ
ア
科
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

最
優
秀
賞　

２
年　

小
林
遼
大

　

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
賞　

２
年　

橋
本
瑠
音

　

奨
励
賞　

２
年　

中
谷
真

●�

色
彩
検
定

　

３
級　

１
年
・
２
年　

８
名
合
格

　

２
級　

２
年　

３
名
合
格

●
第
51
回
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

２
級　

２
年　

４
名
合
格

　

３
級　

２
年　

３
名
合
格

●�

第
29
回
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定

　

２
級　

２
年　

１
名
合
格

　

３
級　

３
年　

４
名
合
格

母
校
だ
よ
り
1

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績
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●
平
成
24
年
度　

卒
業
式

　

平
成
25
年
３
月
８
日
㈮
、
母
校
隣
接
の
東

京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
、
全
日
制
：
１
８
０

名
（
男
子
：
40
名
・
女
子
：
１
４
０
名
）、

定
時
制
：
77
名
（
男
子
：
39
名
・
女
子
：
38

名
）
で
、
合
計
２
５
７
名
の
卒
業
生
が
、
工

芸
高
校
を
元
気
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
様
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
っ

た
先
生
方
、
生
徒
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

ご
父
兄
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

卒
業
生
の
皆
勤
メ
ダ
ル
受
賞
者

︿
全
日
制
﹀

・
金
メ
ダ
ル
：
27
名　

・
銀
メ
ダ
ル
：
17
名

︿
定
時
制
﹀

・
金
メ
ダ
ル
：
11
名　

・
銀
メ
ダ
ル
：
８
名

●
２
０
１
3
卒
展

　

平
成
25
年
３
月
２
日
㈯
～
５
日
㈫
、
東
京

都
美
術
館
（
上
野
公
園
内
）
に
お
い
て
、「
２

０
１
３
卒
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
科
は
、
鍛
金
・
彫
金
・
鋳
金
・
七
宝
等

の
技
法
に
よ
る
作
品
、
Ｍ
科
は
、
鋳
造
・
溶

接
・
七
宝
・
旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
盤
等
の
技
法

に
よ
る
作
品
、
Ｉ
科
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
パ
ー

ス
・
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
・
レ
リ
ー
フ
等
の
作

品
、
家
具
、
模
型
等
、
Ｇ
科
は
、
広
告
・
製

本
・
銅
版
画
・
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
等
の
作
品
、
Ｄ
科

は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
・
Ｖ
．Ｉ
．計

画
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
陶
芸
・
写
真
・
デ

ッ
サ
ン
等
の
作
品
に
よ
り
３
年
間
の
勉
強
の

成
果
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
２
４
９
７
人
に
及
び
、
レ
ベ
ル

の
高
い
作
品
に
感
心
し
な
が
ら
、
熱
心
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

片
山　

路
仁　

Ｉ
科
・
全（
蔵
前
工
業
高
校
・
定
）

　

杉
野　

文
彦　

Ｇ
科
・
全
（
橘
高
校
・
全
）

　

荻
野　

賢
治　

数
学
・
定（
葛
西
工
業
高
校
・
全
）

　

小
林
明
日
香　
保
健
体
育
・
定（
第
三
商
業
高
校
・
全
）

　

宮
崎　

友
貴　

英
語
・
定
（
新
規
採
用
）

　

清
水　

一
忠　

Ｇ
科
・
定（
工
芸
高
校
・
定
）

　

石
川
佐
代
美　

理
科
・
定（
工
芸
高
校
・
定
）

　

阿
部　

貴
宏　

Ｇ
科
・
定（
八
王
子
桑
志
高
校
・
全
）

　

坂
田　

祐
記　

経
営
企
画
室（
浅
草
高
校
）

　

古
賀　

央
美　

経
営
企
画
室（
新
規
採
用
）

︱
�

母
校
人
事

　

平
成
25
年
度
を
迎
え
、
４
月
１
日
付
で
次

の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

退
職
、
転
任
さ
れ
た
先
生
方
に
は
熱
心
に

後
輩
の
ご
指
導
を
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
事
務
部
門
の
先
生
方
に
は
本

会
の
運
営
面
で
も
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
さ
れ
た
先
生
方
、後
輩
の
ご
指
導
と
、

同
窓
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
退
職
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

飯
塚　

智
江　

Ｉ
科
・
全
（
任
期
満
了
）

　

寺
林　

久
海　

保
健
体
育
・
定
（
退
職
）

　

岩
野　
　

睦　

英
語
・
定
（
退
職
）

　

清
水　

一
忠　

Ｇ
科
・
定
（
退
職
）

　

石
川
佐
代
美　

理
科
・
定
（
退
職
）

　

田
邉　

育
子　

Ａ
科
・
定
（
任
期
満
了
）

　

笠
原　

倉
利　

Ｍ
科
・
定
（
任
期
満
了
）

　

田
村　

俊
彦　

数
学
・
定
（
死
亡
退
職
）

○
転
任
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

山
崎　

洋
子　
保
健
体
育
・
全（
板
橋
有
徳
高
校
・
全
）

　

鷹
羽
司
栄
次　

Ｍ
科
・
全（
中
野
工
業
高
校
教
諭
・
全
）

　

相
曽　

貴
宏　

Ｇ
科
・
全（
六
郷
工
科
高
校
・
全
）

　

照
沼　

拓
也　

経
営
企
画
室（
浅
草
高
校
）

　

大
津
美
由
紀　

経
営
企
画
室（
葛
飾
野
高
校
）

○
就
任
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

友
高　

朗
子　

保
健
体
育
・
全（
新
規
採
用
）

　

佐
々
木　

彩　

Ｍ
科
・
全
（
新
規
採
用
）

母
校
だ
よ
り
2
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